
相模原市の将来人口

1965年～1985年（昭和
40年～60年）までの20年
で30万人以上の増加

２０４１年
人口約６６万人
高齢化率３６％

１９８５年
人口約５５万人
高齢化率６％

２０６５年
人口約５４万人
高齢化率４１％

２０１５年
人口約７２万人
高齢化率２４％

出典：２０１５年国勢調査に基づく相模原市の将来人口推計（平成30年3月）

昭和４０年代から⼈⼝が急増し、２０１９年の７２.3万⼈をピークに⼈⼝減少に転じます。
２０６５年には、現在の３／４まで減少するとともに、⾼齢化率は４０％を超えます。

2041年
人口 約6.4万人
⾼齢化率 ３１％

2065年
人口 約5.7万人
⾼齢化率 ３９％

⼤野北地区の推計結果

2015年
人口 約6.1万人
⾼齢化率 ２０％



公共施設マネジメントの取り組み
これまで公共施設で提供していたサービスやあり⽅を⾒直し、施設に関するコストを減
らしつつ、次の世代に過度な負担を残さず、より多くのみなさんに必要とされ、喜ばれ
る公共施設のあり⽅を考えるための取り組み（公共施設マネジメント）が必要です。

・⼈⼝減少
・少⼦⾼齢化、⽣産年齢⼈⼝の減少
・コミュニティの希薄化
・格差社会問題 など

人口・社会構造
・コンパクトシティプラスネットワーク
・ＩＣＴの普及
・⾼齢社会への対応
・⼦育て支援の充実 など

時代の変化・ニーズ

工夫しながら、時代に合った、
相模原市らしい施設づくりを
考えよう

今のままで
良いのか
な︖

⽼朽化

相模原市では、公共施設マネジメ
ントの取り組みを進めるための
⽅針や計画を定めています。


